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エ
フ
タ
ぞ
い
閲
す
る
中
園
史
料
に
つ
い
て般

木

勝

馬

西
組
回
世
記
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
の
中
央
ア
グ
ア
の
歴
史
は
、
内
外
諸
方
面
の
碩
事
の
研
究
に
よ
っ
て
か
な
り
明
確
に
知
り
得
る
に
至
つ
’

た
に
も
拘
ら
夕
、
史
料
が
極
め
て
乏
し
い
た
め
に
今
日
宵
未
解
決
の
問
題
が
敷
多
く
接
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
の
期
聞
に
タ
I
H
ム
盆
地
を
境
と
し

て
東
西
の
二
大
勢
力
を
形
成
し
て
ゐ
た
D
が
、
東
方
の
臨
時
・
で
あ
り
、
西
方
の
エ
フ
タ
ル
で
あ
る
。
特
に
ト
ハ

I
レ
ス
タ
ン
を
中
心
と
し
て
、

東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
西
北
印
度
に
亙
る
慶
大
な
地
域
を
席
巻
し
た
エ
フ
グ
ル
に
闘
し
で
は
、
夙
に
臆
史
・
言
語
・
民
族
・
考
古
等
の
各
方
面

か
ち
研
究
が
推
し
進
め
ら
れ
て
来
た
。
然
し
を
D
史
料
の
硬
さ
れ
た
も
の
が
零
細
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
解
轄
に
種
k

の
異
論
を
生
巳
、
決
定

的
な
結
論
が
得
ら
れ
な
い
般
態
で
あ
る
。
而
も
そ
の
史
料
た
る
や
異
同
が
あ
っ
て
、
そ
の
何
れ
を
と
る
べ
き
か
に
困
惑
を
さ
へ
感
歩
る
。
中
園
、

側
史
料
に
も
か
L
る
疑
問
ポ
若
干
見
出
さ
れ
る
の
で
、
従
来
と
か
く
看
過
さ
れ
勝
ち
の
中
園
側
史
料
そ
の
も

οを
再
検
討
し
て
、

エ
フ
タ
ル
研

究
の
一
方
向
を
明
か
に
し
、
之
に
基
く
試
論
を
提
出
し
て
お
き
た
い
。

現
存
す
る
エ
フ
タ
ル
に
闘
す
る
中
園
側
の
史
料
は
僅
少
で
あ
る
の
み
な
ら
歩
、
最
も
古
い
と
考
へ
ら
れ
る
親
書
ゆ
一
一
瞬
睦
俸
は
散
逸
し
て
原

型
を
止
め
歩
、
北
奥
の
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
関
か
補
は
れ
て
居
り
、
観
く
周
書
一
明
五
・
情
書
諸
八
・
梁
書
一
問
五
の
一
二
五
史
の
エ
フ
グ
ル
の
俸
は

何
れ
も
異
同
あ
り
、
無
批
判
に
信
葱
す
る
を
得
者
y
、
そ
の
後
編
纂
さ
れ
た
通
典
等
の
記
事
は
殆
、
左
前
史
官
踏
襲
に
過
ぎ
な
い
。
之
等
諸
蓄
に
散

エ
フ
タ
ル
研
筑
の
第
一
歩
で
あ
り
、
叉
と

D
基
礎
的
研
究
を
無
闘
し

見
さ
れ
る
エ
フ
タ
ル
の
記
事
を
一
彼
此
照
合
し
て
批
判
解
轄
す
る
と
と
は
、

て
エ
フ
グ
ル
を
論
告
y
る
と
と
は
不
可
能
で
も
あ
る
。

エ
ア
ダ
ル
に
闘
す
る
中
園
史
料
に
つ
い
て

五
七
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エ
フ
E
T

ル
に
欄
ず
る
中
園
奥
料
に
づ
い
て

五
八

正
史
中
最
初
に
そ
の
偉
を
牧
載
し
て
ゐ
る
親
書
西
域
俸
は
周
知
の
如
く
散
快
L
七
、
北
奥
西
域
偉
を
以
て
そ
の
闘
が
補
は
れ
た
も
り
で
あ
る

が
、
北
史
西
域
俸
は
説
書
・
周
書
・
情
書
の
設
俸
に
よ
ヲ
て
輝
勝
一
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
散
倹
前
の
親
書
西
域
俸
ハ
以
下
説
収
書
と
稿
す
〉
は
之

陸
－

等
諸
書
の
校
合
検
討
を
侠
っ
て
明
確
に
さ
れ
得
る
と
と
は
論
守
る
ま
で
も
た
い
。
諸
審
の
中
最
も
詳
細
な
記
事
を
掲
げ
て
ゐ
る
現
行
親
書
ハ
以

下
親
書
と
稿
す
）
嚇
嵯
停
も
叉
と
り
例
に
洩
れ
ぬ
。
而
も
親
書
一
臓
嵯
偉
D
記
誌
は
紳
輯
二
年
（
旭
恥
）
西
方
求
経
D
途
次
そ
の
主
庭
を
訪
れ
た
宋

雲
・
車
生
の
記
録
を
中
心
と
し
て
ゐ
吟
の
で
、
そ
の
行
記
を
掲
載
し
て
ゐ
る
洛
陽
伽
藍
記
瑞
凝
固
寺
の
俸
を
も
併
せ
て
考
完
す
べ
き
と
と
は
蝶

々
す
る
ま
で
も
左
い
。
本
稿
に
於
て
は
と
の
説
書
嚇
臆
停
D
記
事
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

エ
フ
グ
ル
が
中
園
と
最
初
に
交
渉
を
も
っ
た
D
は
北
説
。
太
安
二
年
（
謹
）
十
一
月
で
あ
り
（
諜
）
、
以
来
親
書
本
記
を
見
る
と
太
昌
元
年

（

4
5六
月
に
至
る
ま
で
に
前
後
十
三
固
に
亘
っ
て
エ
フ
グ
ル
の
北
親
へ
の
謹
使
朝
貢
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
間
延
昌
年
間
（
回
一
一
一
一
時

l

）

陸

s

e

に
は
高
徽
・
高
呑
が
北
強
か
ら
波
謹
せ
ら
れ
て
エ
フ
タ
ル
に
赴
き
、
脚
亀
二
年
に
は
前
記
の
宋
雲
・
車
生
が
エ
フ
タ
ル
の
王
庭
を
訪
れ
て
そ
の
王

に
謁
見
し
て
ゐ
る
等
か
ら
推
し
て
、
北
説
末
に
は
エ
フ
グ
ル
に
闘
す
る
中
国
側
の
知
職
は
か
な
り
深
い
も
の
が
あ
っ
た
と
恩
は
れ
る
。
西
親
・

北
周
の
頃
に
至
る
と
大
統
十
三
年
（
沼
旬
、
西
親
展
帝
二
年
（
詫
）
、
明
帝
二
年
（
話
）
の
一
一
一
回
エ
フ
グ
ル

6
入
賞
D
と
と
が
見
え
（
諒
）
、
周

香
具
域
偉
の
瞬
臆
停
は
そ
の
記
録
に
基
い
た
も
D
で
あ
ら
う
o
そ
の
後
は
周
書
同
停
に
「
矯
突
厩
所
破
、
部
落
分
散
、
職
貢
途
絶
」
と
あ
る
如

く
、
エ
フ
グ
ル
の
部
候
が
分
散
し
て
職
責
を
絶
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
o
た
と
へ
惰
の
大
業
中
に
朝
貢
し
た
と
し
て
も
｛
慨
偶
抱
）
、
そ
れ
は
四

散
し
た
エ
フ
タ
ル
の
儀
式
問
。
或
る
一
部
D
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
情
書
吐
火
羅
停
に
「
典
抱
但
雑
居
」
と
あ
る
の
は
そ
の
事
情
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

従
っ
て
情
書
把
恒
俸
は
と
の
賭
に
考
慮
を
梯
っ
て
考
察
さ
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
c
叉
梁
書
に
見
え
る
滑
園
俸
は
勿
論
天
監
十
五
年
（
一
一
↑
）
、
普
通
元

年
（
箆
）
・
同
七
年
（
程
）
の
滑
閤
入
貢
（
臨
僻
滑
）
に
よ
っ
飲
知
ら
れ
そ
も
の
で
る
る
が
、
叉
海
固
に
於
て
は
梁
堂
固
に
そ
の
停
が
見
え
る
河
中
酬
が

に
よ
っ
て
始
め
て
そ
の
言
語
が
遇
じ
て
ゐ
た
と
と
が
梁
書
滑
闘
停
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
梁
と
通
交
し
て
ゐ
た
河
南
人
か
ら
得
た
滑
園
の
知
識

暴
露
間
停
に
混
入
し
て
ゐ
る
こ
と
を
見
越
し
得
色
。
市
し
て
そ
の
記
事
中
の
滑
を
議
案
建
一
平
（
主
）
霊
長
っ
て
北
旬

2
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住
E

攻
撃
し
た
八
滑
と
み
な
す
牽
強
附
舎
D
読
は
既
に
榎
一
雄
氏
が
明
か
に
さ
れ
た
如
く
信
頼
す
る
に
足
ら
ぬ
。

之
等
四
警
に
は
各
々
異
同
が
あ
り
、
そ
の
何
れ
を
と
る
べ
き
か
謹
か
に
決
し
難
い
賭
が
少
く
な
い
の
で
、
先
撃
の
諸
勢
作
を
逐
っ
て
、
海
事

を
闘
み
・
ヂ
エ
フ
タ
ル
問
題
D

一
端
を
究
明
し
て
治
き
た
い
。

拙
稿
「
貌
香
西
域
停
考
」
ハ
「
東
洋
臭
事
」
第
二
・
五
斡
）

前
掲
論
女

貌
香
谷
三
二
高
徽
俸
及
び
高
委
縮
陣

河
南
に
づ
い
て
は
梁
書
巻
五
回
に
そ
の
茶
屋
が
詳
細
に
俸
へ
ら
れ

，， 

程

宮

て
ゐ
る
が
、
盆
州
b
L

描
出
し
て
河
扇
と
梁
邑
の
交
易
が
虚
に
行
は
れ
て
ゐ

た
如
《
で
る
る
。

摺
慎
一
雄
氏
「
エ
フ
タ
ル
民
族
の
起
源
」
（
「
和
田
博
士
還
暦
記
念
東
洋
奥

論
叢
」
所
牧
）

3 

5 

4 

ーー

エ
フ
タ
ル
の
種
族
に
つ
い
て
説
害
臓
健
俸
は

4

犬
月
氏
之
種
類
也
。
亦
日
高
車
之
別
措
。
共
原
出
塞
北
。
白
金
山
而
甫
。

と
偉
え
て
ゐ
る
。
即
ち
エ
フ
グ
ル
を
大
月
氏
の
積
挨
と
な
す
説
と
．
高
車
D
別
措
で
そ
白
原
は
塞
北
に
起
り
、
ア
ル
タ
イ
方
面
か
ら
南
下
し
た

と
な
す
設
と
が
併
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
エ
フ
タ
ル
の
揖
候
問
題
。
決
定
は
と
の
記
事
の
取
扱
ひ
か
ら
始
ま
る
の
で
、
と
の
雨
設
を
分
訴
し
て
考
察

す
る
と
と
L
す
る
。

蓋
し
エ
フ
グ
ル

1
大
月
氏
読
は
周
書
・
情
書
に
も
述
べ
ら
れ
て
居

p
、
親
書
と
と
も
に
三
番
の
関
係
を
明
確
に
し
て
治
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
紬
拙

書
西
域
停
を
通
覧
す
る
と
、
そ
と
に
は
大
月
民
圃
D
潤
立
し
た
俸
が
た
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
説
牧
書
西
域
停
中
に
大
月
氏
停
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
た

と
と
は
、
調
書
西
域
停
の
序
文
に
葺
璃
等
の
報
告
を
記
し
て
ゐ
る
が
、
ぞ
の
中
で
彼
等
が
嘗
時
O
西
域
地
方
の
形
勢
を
四
域
に
分
ち
、
そ
D
一

域
に
、
卒
者
舌
以
南
月
氏
以
北
」
を
奉
げ
て
ゐ
る
と
と
か
ら
推
し
て
も
明
か
で
あ
る
。
而
も
周
警
及
び
陪
書
に
は
大
月
氏
に
闘
す
る
所
…
俸
は
な

く
、
北
奥
に
大
月
氏
停
が
見
え
る
と
と
は
鶴
牧
書
に
大
月
氏
倖
白
存
在
を
求
め
ぎ
る
を
得
・
な
い
。
親
書
大
月
氏
偉
は
か
な
り
詳
細
に
そ
D
扶
況

Z
7
F
ル
に
闘
す
る
中
園
史
料
に
づ
い
て

五
九
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e
Z
7
タ
ル
に
隠
す
Z

可
申
園
史
料
に
つ
・
い
て

を
偉
え
て
居

p
、
中
で
も
そ
白
草
寄
多
羅
が
師
を
興
し
南
方
の
北
夫
佐
一
を
侵
略
し
、
乾
臨
羅
以
北
の
五
周
b
L
校
風
せ
し
め
m
そ
の
勢
力
を
撞
蝶

し
た
と
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
大
男
氏
偉
と
同
じ
く
韓
牧
書
に
牧
載
さ
れ
て
ゐ
た
と
恩
は
れ
る
小
月
氏
俸
に
は
、
寄
多
羅
の
・
予
が
そ
の
J

都
城

た
る
島
槙
仙
川
誠
に
治
し
て
小
月
民
・
と
輔
し
て
ゐ
た
と
と
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
北
説
の
頃
に
寄
多
羅
月
氏
に
闘
し
て
如
上
の
知
識

ι有
し
て
ゐ

た
と
と
か
ら
考
へ
て
、
若
し
エ
フ
タ
ル
が
大
月
氏
の
縄
類
と
見
徹
さ
れ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
嘗
時
慶
大
な
地
域
に
勢
力
を
伸
長
し
て
ゐ
た
品
フ
タ

ル
ム
』
寄
多
羅
月
氏
と
D
関
係
が
謹
書
西
域
偉
中
広
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
管
で
あ
る
が
、
と
白
雨
者
。
交
渉
を
察
知
し
縛
る
史
料
は
皆
無
で
あ
る
。

縫
っ
て
エ
ブ
タ
ル

l
大
月
氏
設
が
説
牧
書
の
採
っ
た
設
と
は
考
へ
難
い
。

周
書
輔
健
悔
は
「
大
月
民
之
樟
類
」
と
D
み
記
し
て
ゐ
て
エ
フ
タ
ル

l
高
寧
読
に
つ
い
て
は
記
し
て
ゐ
な
い
。
若
し
周
書
輔
随
侮
の
「
大
月

氏
之
揮
類
」
が
輔
牧
警
を
踏
襲
し
た
ー
も
の
・
で
あ
る
な
ら
ば
、
観
い
て
「
高
寧
之
別
積
、
其
原
出
塞
北
、
白
金
山
而
南
」
と
云
ふ
高
寧
設
も
嘗
然

引
用
さ
れ
て
ゐ
る
に
相
違
な
い
。
と
L
に
一
於
て
大
月
民
設
は
周
審
D
採
っ
た
説
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
勿
論
周
書
異
域
停
に
は
大
月
氏
に
闘

す
る
所
俸
は
な
く
、
周
書
は
貌
牧
書
の
大
用
民
が
エ
フ
タ
ル
と
な
っ
た
と
解
し
て
ゐ
た
D
で
あ
ら
う
。
或
は
嘗
時
寄
多
維
が
韓
陥
羅
以
北
の
諸

国
を
役
麗
せ
し
め
た
事
件
と
、
エ
フ
ダ
ル
が
康
居
・
子
関
等
三
十
銭
園
を
征
服
し
た
事
件
と
b
L
混
同
し
、
而
も
雨
者
’
と
も
そ
D
中
心
が
ト
ハ

l

レ
ス
b
y
y

の
同
一
一
地
域
内
で
あ
っ
た
た
め
に
か
く
解
L
た
と
も
考
A

ブ
ら
れ
る
。
周
書
披
斯
停
を
見
る
と
「
大
月
氏
之
別
種
」
と
あ

J

る
が
、
波
斯

を
大
局
氏
。
別
措
と
考
代
た
D
も
、
前
越
の
解
耀
か
ら
推
し
て
‘
寄
多
羅
月
氏
護
展
。
結
果
と
見
倣
し
た
に
相
遣
な
い
。
固
に
北
奥
波
斯
停
は

六
0 

周
警
の
大
月
氏
の
別
種
設
を
採
っ
て
ゐ
な
い
。
要
す
る
に
周
書
の
エ
フ
グ
ル

l
大
月
氏
設
に
は
確
た
る
根
強
が
認
め
ら
れ
ぬ
。

晴
香
抱
但
侮
も
又
大
月
民
設
を
採
っ
て
ゐ
る
が
、
問
書
吐
火
羅
俸
を
見
る
と
「
興
把
恒
雑
居
」
と
あ
り
、
情
代
に
至
る
と
エ
フ
グ
ル
は
突
厩

に
征
服
せ
ら
れ
、
そ
の
部
族
仕
分
散
し
て
ト
ハ

I
レ
ス
タ
シ
地
方
で
僅
か
に
飴
鳴
を
保
つ

τゐ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
．
情
警
の
犬
月
氏
設
は
地

理
的
関
係
か
ら
大
丹
氏
の
種
主
考
へ
た
も
の
か
、
或
は
陪
香
西
域
停
中
の
諸
園
の
記
事
に
屡
々
見
受
け
ら
れ
る
如
く
周
書
を
祖
述
し
た
も
の
か

何
れ
か
で
あ
り
、
そ
の
僧
渡
性
は
稀
薄
で
あ
る
。
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エ
フ
タ
ル
H
“
高
車
読
は
調
書
・
北
史
に
見
え
、
他
書
に
は
求
め
ら
れ
な
い
D
で
、
細
拙
牧
警
に
記
さ
れ
た
読
で
あ
り
）
恐
ら
く
北
貌
時
代
の
記

録
に
依
接
し
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
而
し
て
北
史
は
之
を
糧
承
し
た
も
D
に
過
ぎ
な
い
。
エ
フ
タ
ル
を
高
寧
の
別
穏
と
考
へ
る
か
ら
に
は

後
文
に
「
其
原
出
塞
北
白
金
山
而
南
」
と
記
す
如
く
ア
ル
タ
イ
山
に
起
原
を
求
め
る
の
は
営
様
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
営
時
高
率
設
が
何
に
依
撮
し

て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
高
車
と
エ
ア
グ
ル
と
の
交
渉
を
辿
ヲ
て
み
る
と
と
と
す
る
。

詫－

高
車
・
が
天
山
北
麓
に
濁
立
し
た
D
は
西
和
四
八
一
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
高
寧
と
エ
フ
グ
ル
と
D
交
渉
が
史
上
に
始
め
て
見
出
さ
れ

る
の
は
と
の
後
で
あ
る
。
説
書
偽
一
一
一
高
率
俸
に
よ
る
と
、
高
専
は
南
北
D
雨
部
に
分
れ
、
阿
伏
釜
山
維
が
北
方
、
窮
－
奇
が
南
方
を
夫
々
・
支
配
し
た

D
は
太
和
十
一
年
（
訳
）
D
頃
と
見
え
る
。
そ
の
後
窮
脊
は
エ
フ
グ
ル
の
殺
す
所
と
な
え
そ
D
子
繭
俄
突
は
捕
え
ら
れ
、
そ
白
衆
が
四
散
し

た
と
偉
一
え
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
の
事
件
の
繋
年
は
明
確
に
知
り
得
な
い
が
、
少
く
と
も
太
和
十
一
年
を
下
る
と
と
聞
も
な
い
頃
で
あ
ら
う
。
槙
い
・

て
エ
フ
グ
ル
は
再
び
高
車
を
伐
ち
、
世
間
払
虜
せ
ら
れ
て
ゐ
た
踊
俄
－
突
は
高
車
の
園
人
に
迎
え
ら
れ
て
、
そ
の
主
と
な
っ
て
ゐ
る
（
旭
町
一
）
材
、
高

宗
D
初
（
手
・
）
高
車
一
は
嬬
嬬
と
執
っ
て
敗
れ
、
盟
問
－
突
が
曙
一
瞬
主
の
醜
奴
に
捕
へ
ら
れ
そ
の
頭
を
隻

T
』
さ
れ
る
に
及
び
、
高
率
の
部
衆
は
拳

げ
て
エ
フ
グ
ル
に
入
っ
た
と
停
え
ら
れ
て
ゐ
る
。
更
に
数
年
を
耀
℃
エ
フ
グ
ル
は
臓
俄
突
の
弟
伊
旬
の
高
率
に
還
る
を
醸
し
、
伊
旬
は
闘
に
蹄

り
北
銀
に
伎
を
遺
し
て
表
を
奉
U
て
ゐ
る
が
、
之
を
親
書
本
紀
に
求
め
る
と
事
元
年
（
詳
）
四
月
白
と
と
で
あ
る
o

太
和
十
一
年
か
ら
紳
誼
元
年
に
重
る
聞
に
以
上
の
如
き
高
草
と
エ
フ
タ
ル
と
の
交
渉
が
見
ら
れ
、
高
寧
D
部
裁
が
悉
く
エ
フ
タ
ル
に
投
入
す

る
に
蚕
り
、
そ

ρ関
係
が
緊
密
と
な
っ
た
と
と
は
明
か
で
る
る
。
叉
親
書
嚇
礎
体
の
記
事
が
六
世
組
前
後
の
知
見
に
基
い
て
ゐ
る
と
と
か
ら
推

し
て
、
或
は
エ
フ
タ
ル
が
高
車
の
別
橋
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
た
D
で
は
あ
る
ま
い
か
。
市
も
と
の
推
測
は
エ
フ
グ
ル
の
ア
ル
タ
イ
起
源
設

世一

s

を
も
類
推
し
て
、
誠
一
書
D
エ
フ
ク
ル

1
高
率
設
が
生
れ
た
D
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ル
ネ
・
グ
ル
ツ
セ
氏
は
こ
の
高
草
設
、
ア
ル
タ
イ
起
源
設
を

陸
4

宋
襲
。
記
越
に
よ
る
と
考
ヘ
て
ゐ
る
が
、
特
に
エ
フ
タ
ル

D
王
庭
を
訪
れ
て
ゐ
る
彼
白
行
記
に
之
等
諸
説
が
見
ら
れ
る
な
ら
ば
注
目
し
な
け
れ

ば
E

な
ら
ね
。
恭
し
現
存
す
る
宋
雲
等
の
旋
行
記
に
は
之
等
の
記
事
は
見
営
ら
な
い
。

且
フ
タ
ル
に
闘
す
る
中
園
史
料
に
ワ
い
て

""' 
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且
フ

F
ル
に
闘
す
る
中
周
史
料
に
づ
い
て

六一一

と
D
高
寧
設
に
艶
し
て
疑
義
が
抱
か
れ
る
第
一

U
理
由
は
エ
フ
グ
ル
D
言
語
に
闘
す
る
説
書
嚇
健
停
D

「
其
語
輿
嬬
曙
高
車
及
諸
胡
不
同
1
1

と
あ
る
記
事
か
ら
推
し
て
高
率
と
エ
フ
グ
ル
と
は
言
語
を
異
に
し
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
と
と
で
あ
る
ロ
蹴
に
趨
ぺ
た
如
く
延
昌
中
に
は
高
徹
等

が
、
紳
亀
年
聞
に
は
宋
塞
等
が
親
し
く
品
フ
グ
ル
に
赴
い
て
居
り
、
安
一
武
帝
・
孝
明
帝
・
孝
珪
帝
の
三
代
D
聞
殆
E
毎
年
腫
を
接
し
て
品
フ
タ

ル
の
朝
貢
が
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
等
を
併
せ
考
へ
る
と
、
エ
フ
グ
ル
白
雷
同
語
に
つ
い
て
の
北
鶏
側
の
知
識
は
か
な
り
正
確
で
あ
っ
た
に
相
遣
な

陸

e

ぃ
。
ェ
フ
グ
ル
の
言
語
に
闘
し
て
は
榎
一
雄
氏
。
精
髄
た
論
考
が
あ
る
の
で
詳
論
を
さ
げ
、
と
L
で
は
高
率
設
を
と
り
難
い
黙
の
み
を
明
か
に

す
る
に
止
め
る
。
決
に
エ
ト
フ
グ
ル
民
族
の
勃
興
時
代
か
ら
も
高
車
設
は
首
肯
し
得
な
い
。
既
に
謹
ベ
た
如
く
高
率
が
猫
立
し
た
り
は
太
和
十
－

年
（
誤
）
以
後
で
あ
る
が
）
そ
れ
よ
り
先
究
成
帝
の
太
安
二
年
（
謹
）
に
エ
フ
タ
ル
は
北
説
に
朝
貢
し
て
ゐ
る
（
棉
糟
）
。
遁
典
雄
一
一
一
瞬
幡
町
の
保
院

能
T

！
「
後
親
交
成
時
巴
八
九
十
年
実
」
と
あ
る
記
事
は
こ
の
太
安
二
年
の
遺
使
の
結
果
停
へ
ら
れ
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
ロ
と
の
遁
典
。
記
事
は
太
平

賓
宇
記
唯
一
一
頑
健
の
僚
に
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
恐
ら
く
隷
牧
警
に
は
牧
め
ら
れ
て
ゐ
に
も
D
に
相
違
な
い
。
而
し
て
北
史
一
臓
暁
俸
を
歯
す
る

に
際
し
て
と
D
俵
文
は
北
規
の
み
に
必
要
な
記
事
で
あ
る
た
め
に
削
除
せ
ら
れ
た
も
D
で
あ
り
、
撞
典
は
説
牧
蓄
を
忠
置
に
停
へ
た
も
の
と
解

せ
ら
れ
る
。
叉
遁
典
は
と
の
僚
交
の
み
で
な
く
そ
の
種
族
に
つ
い
て

轍
鍵
園
或
一
民
高
寧
之
別
積
。
或
云
大
月
民
之
種
類
。
其
源
出
於
塞
北
。
自
金
山
至
。

／ 

と
記
し
、
親
牧
書
D
高
寧
請
を
先
に
記
し
‘
・
択
に
周
警
の
大
月
氏
設
を
述
べ
、
そ
白
後
に
ア
ル
タ
イ
起
源
設
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
然
る
に
北
史
は

大
月
氏
設
を
先
に
し
て
、
・
次
に
高
率
競
及
び
ア
ル
タ
イ
起
源
読
を
一
括
し
て
ゐ
る
。
遁
典
が
種
族
に
つ
い
て
の
雨
設
を
趨
ぺ
、
次
い
で
そ
の
起

源
を
記
し
て
、
そ
の
来
歴
に
・
及
ん
で
ゐ
る
の
時
周
倒
な
殺
越
と
一
冨
は
ざ
る
を
得
な
い
。
北
史
は
高
一
単
語
と
ア
ル
タ
イ
起
源
説
と
を
切
離
す
と
と

な
し
に
周
審
D
九
月
氏
設
を
冒
頭
に
記
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
週
刊
典
の
エ
フ
タ
ル
D
来
歴
、
が
文
成
帝
の
太
安
二
年
を
遡
る
こ
と
八
九
十
年
で

あ
る
と
と
を
認
め
れ
ば
、
エ
フ
タ
ル
の
勃
興
怯
四
世
相
の
中
葉
（
一
一
一
山
町
一
…
特
則
）
に
比
定
さ
れ
る
o
梁
書
語
圏
俸
に
「
一
冗
親
之
居
桑
乾
也
、
福
間
一
描
一

震
小
園
」
と
あ
る
頃
主
あ
ら
う
。
と
の
期
聞
に
エ
フ
グ
ル

l
高
寧
設
を
思
は
せ
る
闘
係
史
料
は
皆
無
で
あ
る
。
エ
フ
ク
ル
H
H
高
寧
読
に
は
か
ta
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る
賭
か
ら
湾
へ
て
ご
一
一
一
の
疑
問
が
蔑
さ
れ
る
。

以
上
大
月
氏
語
、
高
車
説
の
成
立
D
事
情
を
諸
史
料
を
照
合
し
つ

L
検
討
し
て
み
た
が
、
何
れ
も
遁
に
賛
同
し
得
な
い
疑
鮪
が
あ
り
、
又
営
時

に
る
っ
て
も
高
寧
で
あ
る
か
、
大
月
氏
で
る
る
か
、
又
梁
替
の
如
く
寧
師
の
植
で
あ
る
か
を
決
し
か
ね
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
エ
フ
グ
ル

の
積
族
問
題
は
中
園
側
史
料
D
記
述
に
よ
っ
て
決
定
的
友
結
論
を
導
く
と
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
言
語
・
土
俗
等
他
の
諸
方
面
か
ら
考
究
さ
れ
ね

ば
注
ら
な
い
。
エ
ブ
グ
ル
民
族
の
中
に
は
、
前
越
の
如
く
高
率
の
民
が
部
落
を
穆
げ
て
投
じ
た
も
の
が
あ
り
、
叉
嬬
嬬
主
婆
羅
門
の
姉
妹
三
人
が

エ
フ
グ
ル
王
に
嫁
し
て
ゐ
た
た
め
、
婆
羅
門
が
亙
光
二
年
（
言
）
北
説
に
叛
し
て
エ
フ
グ
ル
に
投
じ
た
と
主
が
現
金
田
一
時
一
時
停
に
停
へ
ら
れ
て
ゐ

エ
フ
タ
ル
と
嬬
嬬
と
の
婚
姻
が
行
は
れ
て
居

p
、
或
は
陪
審
吐
火
羅
停
に
よ
る
と
エ
フ
グ
ル
と
雑
居
し
て
ゐ
た
と
と
が
記
さ
れ
て
ゐ

，、，
n
H

’・、

2
・
占
貝
〈

エ
プ
グ
ル
民
族
は
高
寧
の
民
も
）
嬬
嬬
D
種
も
、
叉
エ
フ
タ
ル
に
先
行
し
て
ト
ハ

l
レ
ス
タ

y
k撮
っ
て
ゐ
た
寄
多
羅
月
氏
の
蝕
育
も

混
入
し
て
、
複
雑
な
民
族
構
成
を
な
し
て
ゐ
た
と
と
は
見
越
せ
な
い
。
之
が
中
園
側
史
料
。
混
飢
を
招
き
、
議
に
は
そ
の
種
族
問
題
。
解
決
に

る
等
．

支
障
を
来
し
、
今
日
ま
で
街
そ
の
課
題
が
蔑
さ
れ
る
と
と
に
も
法
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

7 

何
冊
目
品
。
円
。
ロ
国
田
O
H
U
M
u
d
H
P
H品
吋
冊
岳
協

ω仲

m
U
H】

0
9
M
l国司

F
g
g・u－
H
M
G

乙
の
記
事
は
周
書
、
障
害
に
は
な
い
o
貌
政
蓄
の
記
述
と
認
め
ら
れ
る

榎
一
雄
氏
「
芹
フ
タ
ル
民
族
に
於
け
る
イ
ラ
ン
的
要
素
」
ハ
史
皐
雑
誌
六

一
の
一
〉

文
献
逼
考
袋
三
三
八
顕
嵯
の
僚
に
は
「
七
八
十
年
尖
」
と
あ
る
が
、
大
卒

漢
字
関
谷
一
八
三
一
瞬
時
盟
関
の
僚
に
は
「
八
九
十
年
」
と
あ

p
、
文
献
遜
考

の
記
事
は
践
篤
で
あ
ら
ラ
。

3 

松
田
霧
男
氏
「
高
寧
淘
立
年
代
考
」
（
回
数
圏
一
の
一
）

安
治
語
鐙
巻
二
四
七
梁
組
に
主
る
と
天
監
七
年
即
ち
北
貌
の
永
卒
一
万

年
（
五

O
八
年
）
の
僚
に
見
え
る
。

従
来
の
器
開
設
及
び
高
草
設
を
主
張
す
る
宮
崎
五
十
勝
氏
の
群
論
（
「
瞬

臨
官
民
族
の
設
展
」
菅
丘
皐
叢
第
四
・
六
磁
｝
に
は
史
料
の
取
扱
よ
疑
問

が
あ
る
。
，

6 5 4 

。 睦
2 1 

一

エ
フ
グ
ル
＠
位
置
並
び
に
都
城
に
聞
し
て
説
警
は
次
の
如
く
謹
ペ
て
ゐ
る
o

且
フ
タ
ル
に
闘
す
る
中
園
奥
料
に
づ
い
て

六一コ
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且
フ
タ
ル
に
関
す
る
中
園
史
料
に
ワ
い
て

六
回

夜
子
閲
之
西
。
都
馬
許
水
南
二
百
儀
箆
。
去
長
安
一
高
一
一
白
星
。
業
主
都
按
底
延
城
。
蓋
王
舎
披
也
。
其
城
方
＋
塁
儀
。
多
寺
塔
。
皆
飾

以
金
。

と
の
記
述
も
叉
無
批
判
に
信
用
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
周
書
及
び
情
書
と
照
合
し
、
で
考
察
を
加
へ
．
る
と
と
L
す
る
。

地
理
的
に
「
子
関
之
西
」
に
在
り
と
・
な
す
の
は
周
警
に
も
見
九
れ
る
所
で
あ
り
、
そ
の
方
位
に
誤
が
認
め
ら
れ
る
轄
で
は
な
い
が
、
一
臆
説

牧
蓄
の
記
事
を
、
周
警
が
孤
越
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
周
警
の
み
の
記
越
で
あ
る
か
を
明
か
に
し
て
烏
く
。
説
牧
壁
画
の
方
位
に
闘
す
る
記

越
の
特
色
は
全
て
蹴
趨

D
而
も
最
も
近
い
園
を
基
準
と
し
て
ゐ
る
黙
で
あ
る
。
但
し
噸
瞳
以
下
七
園
は
そ
D
撰
越
の
史
料
を
異
に
し
て
ゐ
る

た
め
に
注
意
を
要
す
る
。
之
等
七
園
は
会
℃
エ
フ
グ
ル
に
佼
属
し
て
ゐ
た
闘
係
か
ら
噸
嘘
俸
を
最
初
に
記
し
て
居
り
、
そ
の
た
め
、
噸
慌
の
み

は
遠
近
闘
係
が
順
を
追
っ
て
ゐ
な
い
。
噸
聴
に
績
い
て
「
朱
居
圏
在
子
関
西
」
と
あ
る
の
は
決
し
て
朱
居
園
清
轍
嘘
園
よ
り
西
方
に
在
っ
た
と

と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
雨
園
共
に
予
闘
の
西
方
に
る
る
と
と
も
是
認
し
て
何
等
支
障
を
来
さ
な
い
。
唯
「
在
子
関
之
西
」
と
特
に
助

調
。
「
之
」
を
附
し
て
ゐ
る
と
と
は
注
目
ナ
べ
き
で
あ
る
。
剖
ち
周
霊
園
白
表
現
は
「
葱
嶺
之
西
」
、
或
は
「
白
山
之
南
」
と
か
、
更
に
は
「
大

月
民
之
槽
類
」
等
の
如
く
全
て
「
之
」
色
沼
ひ
て
ゐ
る
。
之
に
封
し
説
蓄
に
は
前
趨
朱
居
園
D
僚
か
ら
も
明
か
な
如
く
助
詞
「
之
」
は
全
く
使

用
さ
れ
て
ゐ
左
い
。
と
れ
に
よ
っ
て
「
在
子
関
之
西
」
は
周
替
の
記
述
D
如
く
解
せ
ら
れ
る
。
然
し
周
書
の
位
置
及
び
方
位
。
叙
錨
は
葱
嶺
及

び
白
山
等
O
山
を
基
準
に
し
て
衰
は
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
噸
嵯
の
み
は
例
外
で
あ
る
D
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
粟
特
・
安
息
が
全
て
葱
嶺
の
西
と

陸
l

a
フ
タ
ル
D
住
地
た
る
ド
ハ
ム
下
レ
ス
タ
シ
地
方
は
白
鳥
博
士
が
考
究
さ
れ
た
如
く
、
庚
義
の
葱
嶺
山
中
と
考
へ
ら
れ
て

明
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
と
で
周
一
直
の
嘱
瞳
倖
白
み
は
そ
の
直
前
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
予
闘
を
基
準
と
し
た
方
位
を
記
ず
に
至
っ
た
の
で
あ

おり
λ
J

。
戎
に
「
都
馬
許
水
南
二
百
絵
里
」
と
あ
る
の
は
明
か
札
情
書
抱
恒
停
D

「
都
烏
潜
水
南
二
百
儀
呈
」
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
之
に
つ
い

伸也

2

て
は
別
に
明
か
に
し
た
灼
く
河
水
乞
基
準
と
し
て
そ
白
方
位
及
び
距
離
を
記
載
し
て
ゐ
る
の
は
陪
書
西
域
偉
の
み
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
表
現
法
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で
あ
る
。
而
し
て
既
に
分
散
し
た
陪
代
の
エ
フ
タ
ル
の
中
心
部
烏
諦
水
ハ
。

uhg）
の
南
に
在
っ
た
と
と
を
述
べ
た
も
白
と
考
へ
ら
れ
る
α

最
後
に
エ
フ
グ
ル
の
都
城
即
ち
を
D
中
心
地
に
闘
し
て
検
討
し
て
治
き
た
い
。
貌
警
に
よ
る
と

去
長
安
一
高
一
百
塁
。
其
玉
都
抜
底
延
撲
。
蓋
王
合
城
也
。
其
挽
方
十
皇
。
多
寺
塔
。
皆
飾
以
金
。

と
あ
る
。
先
づ
墨
程
w
p
つ
い
て
説
牧
書
は
会
て
代
都
か
ら
の
距
離
を
記
し
て
ゐ
る
が
、
エ
フ
タ
ル
O
み
長
安
を
基
離
と
し
た
と
は
思
は
れ
な

い
。
叉
朱
居
一
閣
を
は
じ
め
エ
フ
グ
ル
に
役
属
し
て
ゐ
た
七
闘
に
は
里
程
が
記
載
さ
れ
て
ゐ
な
い
D
で
、
親
牧
書
の
幌
臆
停
も
里
程
は
欠
け
て
ゐ

た
と
解
せ
ら
れ
る
。
之
に
謝
し
周
警
は
長
安
か
ら
白
星
程
に
統
｝
し

τあ
り
、
周
害
嘱
腿
俸
の
「
東
去
長
安
一
高
百
星
」
に
依
鵠
し
た
も
O
に

相
蓮
な
い
。
観
い
て
「
其
王
都
抜
底
延
城
、
蓋
王
合
城
也
、
共
按
方
十
皇
飴
」
と
あ
る
記
事
も
周
書
の
「
共
王
治
抜
底
延
城
川
輩
王
合
挽
也
、

共
域
方
十
儀
里
」
の
引
用
を
思
は
せ
る
。
即
ち
北
貌
時
代
の
知
識
は
後
に
「
無
城
邑
、
依
随
水
草
、
以
麗
震
屋
、
夏
謹
涼
土
、
冬
逐
燦
鹿
」

と
掲
げ
る
如
く
、
エ
フ
タ
ル
は
水
草
を
逐
っ
て
蓮
従
常
な
き
憐
牧
の
民
で
、
夏
冬
は
そ
の
王
庭
を
回
調
に
し
て
ゐ
る
ζ

と
D
み
で
、
同
定
し
た
都

城
主
再
ふ
べ
き
程
の
も
の
は
知
ら
れ
て
ゐ
－
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o
宋
雲
等
が
紳
亀
三
年
（
手
）
そ
の
．
主
庭
を
訪
れ
た
時
の
記
事
の
中
に
「
無
城

郭
、
営
阜
市
治
、
以
麗
詩
一
層
、
随
逐
水
草
、
夏
則
随
涼
、
多
則
就
温
」
（
諮
問
瑚
藍
）
と
あ
る
知
見
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
又
情
書
に

「
都
城
方
十
飴
塁
」
に
績
い
て
「
多
寺
塔
．
皆
飾
以
金
」
と
あ
り
、
寺
塔
に
闘
す
る
項
は
階
警
に
よ
っ
た
も
の
で
決
し
て
説
牧
警
に
都
城
に
つ

一
臆
定
着
す
る
蹴
態
に
至
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
寺
塔

の
建
立
が
惰
室
田
に
見
ら
れ
る
の
は
後
に
詳
論
す
る
が
、
必
歩
し
も
エ
フ
グ
ル
が
伸
教
を
信
奉
し
て
ゐ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

い
て
記
さ
れ
て
ゐ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
思
ふ
に
説
牧
童
日
明
腿
停
に
は
位
置
及
び
都
城
に
闘
し
て
は
全
く
燭
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

周
蓄
・
惰
蓄
に
至
ヲ
て
都
挽
が
明
記
さ
れ
、
エ
フ
グ
ル
が
悌
寧
し
て
治
す
時
代
か
ら
、

周
警
に
見
え
る
長
安
か
ら
一
一
角
百
星
に
あ
る
エ
フ
タ
ル
の
都
携
に
る
按
底
延
妓
は
師
に
諸
家
に
£
っ
て
考
究
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
按
底

陸
S

延
按
は
マ
ル
ク
ヲ
ル
ト
氏
の
説
く
如
く
同
点
志
向
ユ
ロ
の
管
語
で
、
王
合
誠
は
そ
の
意
語
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
唯
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
諸
説

且
ア
タ
ル
に
関
す
る
中
園
史
料
に
づ
い
て

六
五
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且

フ

タ

ル

に

関

す

る

中

園

史

料

に

つ

い

て

六

六

怯
a
’

あ
り
、
重
松
俊
章
氏
は
パ
ル
ク
設
を
唱
え
、
榎
一
雄
氏
は
マ
ル
ク
ヲ
ル
ト
の
遁
換
披
ハ
若
男
d
q
m
阿
国
巴
読
を
排
し
て
グ
1
ル
（
活
路
）
設
を
と
っ

て
ゐ

d
。
按
底
延
城
が
長
安
か
ら
「
一
一
民
百
塁
」
の
地
離
で
あ
る
と
と
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
先
イ
之
を
基
礎
と
し
て
考
察
を
加
へ
て
沿
き

た
い
。
今
貌
警
に
見
え
る
営
時
の
ト
ハ
l
レ
ス
タ
シ
地
方
の
中
心
を
・
な
し
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
吐
呼
羅
闘
の
僚
に
「
去
代
一
禽
二
千
里
」
と
あ

”na切

る
が
、
営
時
の
代
・
長
安
聞
の
呈
程
が
略
々
千
九
百
旦
で
あ
る
こ
と
は
夙
に
松
田
書
男
氏
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
た
所
で
あ
り
、
・
抜
底
延
城
は

親
書
の
吐
呼
羅
固
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
即
ち
抜
底
延
誠
は
親
書
吐
呼
羅
俸
に
「
圏
中
有
薄
提
城
」
と
見
え
る
薄
提
城
に
他
な
ら
な
い
。

親
書
開
俸
に
よ
る
と
吐
呼
羅
園
の
領
域
は

東
軍
花
陽
園
。
西
蚕
悉
寓
斤
闘
。
中
間
相
去
二
千
里
。
南
至
越
山
。
不
知
名
。
北
歪
波
斯
園
。
中
間
相
去
一
高
塁
。

と
b
り
、
悉
高
斤
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
で
あ
る
が
、
活
版
固
に
つ
い
て
は
明
か
で
な
い
。
唯
唐
曾
要
玲
七
及
び
新
唐
書
一
帯
…
に
月
氏
都
埜
肘
の
領
…
州

を
列
記
し
て
ゐ
る
中
D
一
州
に
括
湯
州
と
稿
ず
る
州
名
ぷ
見
え
‘
と
の
苑
湯
州
が
抜
特
山
城
に
置
か
れ
た
こ
と
引
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
恐
ら
く

と
の
苑
湯
州
は
説
書
吐
呼
羅
俸
に
見
え
る
活
陽
閣
の
地
で
あ
ら
う
。

抜
持
山
械
は
所
謂
パ
ダ
フ
シ
ヤ
シ
で
あ
り
、
苑
湯
園
は
パ
グ
フ
シ
ヤ

y
を
中
心
と
し
た
地
方
に
あ
っ
た
と
恩
は
れ
る
。
即
ち
パ
ダ
ブ
シ
ャ
ン
か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
及
ぶ
一
響
が
パ
北
醜
の
頃
吐
呼
羅
の
名
で
呼

ば
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
太
平
麦
宇
習
時
九
吐
火
羅
園
の
僚
に
「
薄
提
城
今
名
薄
底
延
城
、
ー
在
園
北
」
と
薄
提
域
内
か
薄
底
延
誠
、
と
稿
せ
ら
れ
て

ゐ
た
と
と
が
記
さ
れ
て
そ
れ
が
吐
火
羅
園
。
北
方
に
位
置
し
て
ゐ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
記
事
ほ
説
書
吐
呼
羅
俸
に
薄
提
蛾
は
周

市
六
十
旦
と
あ
り
、
問
書
臓
礎
体
rh
抜
底
延
城
が
方
十
齢
塁
と
あ
り
、
雨
者
が
時
々
同
規
模
で
あ
る
と
と
か
ら
も
符
節
を
合
す
る
。
叉
抜
底
延

披
が
ト
ハ

1
レ
ス
h
F
W
D
北
部
に
在
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
市
も
説
書
吐
呼
繕
俸
の
薄
提
城
の
城
南
に
「
有
西
流
大
水
」
と
あ
り
、
大
水
即

ち
。

ua凶
河
の
北
方
に
抜
底
延
披
が
在
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
q

か
4
2
0
結
か
ら
考
へ
る
と
、
抜
底
延
械
を
パ
ル
ク
に
比
定
す
る
と
と
も
‘
遁
換

城
副
ち

d
q
R
司
自
由
町
乃
至
グ
l
ル
と
な
す
設
も
趨
営
で
な
い
。
然
ら
ば
之
を
何
鹿
に
求
む
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

院
T

最
盛
期
の
エ
フ
グ
ル
の
中
心
を
ト
ハ

1
レ
ス
グ
ン
の
ニ
ヶ
所
に
想
定
さ
れ
た
榎
一
雄
氏
の
所
設
は
安
営
で
あ
る
。
卸
ち
そ
の
一
一
は
前
挫
の
グ
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ー
ル
に
営
て
、
他
は
犬
唐
西
域
記
花
見
え
る
咽
摩
阻
羅
固
に
営
て
L
ゐ
る
が
、
グ
l
ル
を
披
底
延
城
に
比
定
す
る
読
に
は
首
背
し
難
く
、
む
し
‘

る
明
摩
昭
一
羅
園
を
抜
底
延
城
に
営
つ
べ
き
で
あ
ら
う
Q

周
番
暗
躍
停
に

其
俗
叉
兄
弟
共
襲
一
妻
。
夫
毎
兄
弟
者
。
実
妻
戴
－
角
帽
。
若
有
兄
第
者
。
依
共
多
少
之
敷
更
加
帽
角
鷲
。

と
あ
る
エ
フ
グ
ル
白
風
俗
は
按
底
延
誠
に
於
け
る
そ
の
風
俗
で
あ
り
、
犬
山
謄
西
域
記
均
一
咽
摩
咽
羅
園
の
僚
に

実
婦
人
首
冠
木
角
田
高
三
尺
儀
。
前
有
爾
岐
。
表
夫
父
母
。
上
岐
表
父
。
下
岐
表
母
。
随
先
鞭
亡
。
除
去
一
一
岐
。
息
地
倶
浪
。
角
冠
全

棄。

と
あ
る
の
は
そ
の
俗
の
名
残
を
留
め
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
抜
底
延
披
を
咽
摩
唱
羅
園
巴
比
定
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
足
立
喜
六
氏
は

mgEHM山

供
S

眠
D
南
D
平
原
に
咽
摩
唱
羅
園
D
位
置
を
求
め
て
ゐ
る
が
、
之
は
ト
ハ

l
レ
ス
グ
シ
の
東
北
方
に
片
寄
り
過
ぎ
て
ゐ
て
賛
同
し
難
い
。
堀
謙
徳
氏

N
u
a
g
 

は
之
を
現
在
D
問
。
』
向
。

E
－
河
の
南
、
阿
佐
V
S
と
閉
包

Sσ
白
色
と
の
聞
に
比
定
し
て
ゐ
る
が
、
之
は

や
＋
七
日
U

の
記
事
に
明
か
趨
合
し
な
い
嫌
が
あ
る
が
、
営
時
D
交
通
路
か
ら
推
し
て
榎
一
雄
氏
も
設
か
れ
る
如
く

「
城
南
有
西
流
大
水
」
と
あ
る
周
書

同一
g
a
z
N
か
ら
東
方
匂
包
Nm宮
内
凶
に

至
る
阿
古
田
HB
の
東
方
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
む
し
ろ
問
。
－
aHg
河
の
北
岸
に
咽
摩
唱
羅
園
即
ち
抜
底
延
城
を
求
め
る
の
が
安
営
で
あ
ら

ぅ。
壁
面
把
恒
停
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
都
城
は
グ
l
ル
に
闘
す
る
も
の
で
「
多
寺
塔
・
皆
飾
以
金
」
と
あ

ι記
述
は
、
大
唐
西
域
記
一
一
一
括
園
D
保

i乙

多
信
三
賓
Q

h

少
事
諸
帥
。
伽
藍
十
徐
所
。
信
徒
数
百
人
。
大
小
ニ
飛
。
粂
功
綜
習
。

と
あ
る
記
事
と
符
合
し
て
居
り
、
決
し
て
周
書
に
記
れ
た
エ
フ
グ
ル
の
都
城
抜
底
延
城
内
に
寺
塔
が
建
立
さ
れ
て
ゐ
た
も
D
で
は
な
く
、
陪
代

に
曾
て
エ
フ
グ
ル
の
中
心
地
白
一
で
あ
っ
た
ゴ
ー
ル
地
方
に
梯
散
恒
行
は
れ
て
ゐ
た
と
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
必
北
y
し
も

宋
雲
等
が
エ
フ
グ
ル
王
に
謁
し
た
時
の
記
事
に
は

エ
フ
タ
ル
民
族
0
・
聞
に
悌
殺
が
盛
行
し
て
ゐ
た
と
解
す
る
と
と
は
出
来
た
い
。

「
不
信
悌

Z
7
n
p
ル
に
隠
す
る
中
園
奥
料
に
づ
い
て

六
七
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且

7
B
F

ル
に
闘
す
る
中
図
奥
料
に
つ
い
て

ムハ
A

法
、
多
事
外
紳
？
殺
生
血
食
」
と
あ
り
、
又
ガ
シ
グ
l
ラ
に
侵
入
し
た
エ
フ
タ
ル
が
－
J

立
性
凶
暴
、
多
行
殺
裁
、
不
信
働
法
、
好
肥
鬼
紳
」
、
こ

と
を
停
え
て
居
り
（
時
間
関
瑚
藍
）
、
ェ
プ
グ
ル
民
族
が
伸
一
教
を
信
奉
じ
ぜ
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
は
確
賓
で
あ
る
o
即
ち
犬
唐
西
域
記
の
「
少
一
挙
諸
紳
」

と
あ
る
も
の
は
活
圏
D
エ
フ
タ
ル
民
族
の
聞
に
行
は
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
榎
一
雄
氏
が
「
多
寺
帯
、
皆
飾
以
金
」
の
記
事
に
疑
問
を
抱

J
 

き
、
酉
陽
雑
組
哨
集
V
F

西
域
厭
建
固
有
寺
戸
。
以
教
頭
瞳
運
根
上
山
。
無
人
踊
逐
。
自
能
往
返
。
寅
護
午
至
。
不
差
嬰
刻
。

と
あ
る
記
事
を
引
き
、
更
に
大
唐
西
域
記
語
圏
の
僚
の
一
文
を
以
て
、
ェ
フ
グ
ル
民
族
の
中
に
悌
較
を
信
歩
る
も
O
も
あ
っ
た
D
で
あ
ら
う
と
推

測
し
て
ゐ
九
柄
、
酉
腸
雑
姐
の
「
厭
蓮
固
有
寺
戸
」
と
は
、
エ
フ
グ
ル
が
侵
略
し
た
烏
喪
園
の
献
況
を
停
え
た
も
む
に
相
違
な
い
。
即
ち
親
書

烏
喪
園
停
巴

西
南
有
檀
特
山
0

・
山
上
立
寺
。
以
腫
教
頭
運
食
。
山
下
無
人
控
御
。
自
知
往
来
也
。

と
あ
る
と
と
か
ら
も
明
か
で
あ
り
、
又
法
苑
珠
林
一
一
一
－
一
に
所
引
D
西
域
志
に

烏
藁
圏
西
南
有
檀
特
山
。
山
中
有
寺
。
大
有
家
僑
。
日
目
有
腫
運
食
。
無
控
願
。
自
留
食
還
。
莫
知
所
在
。

と
あ
る
如
く
エ
フ
タ
ル
治
下
白
鳥
喪
閣
の
朕
態
を
趨
べ
た
も
D
で
、
之
に
よ
っ
て
エ
フ
タ
ル
民
族
が
梯
教
を
信
事
し
て
ゐ
た
と
推
論
す
る
と
と

は
出
来
な
い
。
又
大
唐
西
域
記
括
留
の
傑
の
記
事
は
陪
審
抱
恒
俸
の
「
多
寺
得
、
皆
飾
以
金
」
と
同
じ
く
、
エ
フ
タ
ル
が
突
厩

ρに
め
に
潰
散

し
た
後
の
と
と
で
あ
り
、
靖
国
の
エ
フ
タ
ル
の
後
背
は
諸
神
を
肥
り
、
他
の
悌
敬
－
K
信
奉
す
る
民
族
に
よ
っ
て
滑
圏
内
に
寺
塔
が
建
立
さ
れ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
又
上
越
の
史
料
か
ら
推
し
て
、
エ
フ
グ
ル
白
王
庭
た
る
按
底
延
携
に
伽
藍
D
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

中
国
側
史
料
に
現
れ
た
所
を
綜
合
す
る
と
、
北
韓
米
の
エ
フ
グ
ル
は
未
だ
夏
冬
そ
D
王
庭
を
異
に
す
る
遊
牧
生
活
b
E
行
ひ
域
郭
を
構
え
る
に

至
っ
て
ゐ
な
い
が
、
北
周
の
頃
に
は
抜
庭
延
披
な
る
都
披
を
ト
ハ
I
レ
ス
タ
ン
D
玄
提
D
所
謂
咽
摩
唱
羅
園
附
近
に
鋒
ん
で
ゐ
た
と
思
は
れ

る
。
ゃ
k
e
C
楚
茨
ひ
菱
入

F
M
K
つ
亡
エ
フ
タ
ル

D
一
胸
部
岸
地
止
え
議
D
趨
に
凌
存
し
亡
ゐ
た
が
、
－
C
D
中
ら
は
グ
l
ル
地
方
に
移
行
し
た
如
く
で
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程

ハ
「
西
域
奥

あ
る
。
鶏
警
は
エ
フ
タ
ル
の
位
置
及
ぴ
都
岐
に
闘
し
て
は
金
く
言
及
し
て
ゐ
・
な
か
っ
た
と
恩
は
れ
る
。

白
鳥
庫
吉
博
士
廿
《
秦
体
主
り
見
た
る
西
域
の
地
理
」

郁
究
」
下
所
政
〉

拙
稿
前
掲
論
文

冨
同
町
官
同
同
庁

4
2
V円
。
同

E
a〉
同
曲
目
旬
、
岡
、
冊
目
色

m
p
H
曲目∞・
ω・
む
－

A
F
A榊

4

重
松
俊
章
氏
「
畷
暖
種
族
考
」
ハ
臭
事
雑
誌
『
一
八
の
二
〉

5

夜
一
一
雄
氏
『
Z
7
9
ル
民
族
の
起
源
」

松
田
葬
男
氏
「
観
書
留
域
俸
）
の
批
列
正
悦
般
閣
の
方
位
」

2・3 6 

ハ
大
正
大

四

7 

拳
島
・
報
第
十
瞬
〉

榎
一
雄
氏
前
掲
論
文

足
立
喜
六
氏
「
大
唐
西
域
記
の
研
究
」
下
巻
九
五
八
頁
及
び
よ
容
所

牧
附
圏
第
ニ

一
謙
徳
氏
「
解
説
西
域
記
」
九
五
一
一
良

榎
一
雄
氏
前
掲
論
文

榎
一
雄
氏
「
エ
フ
タ
ル
民
族

κ於
け
る
イ
ラ
シ
的
要
素
」

8 11 IO 9 

親
書
幅
睦
俸
は
観
い
て
そ
D
風
俗
に
つ
い
て

風
俗
奥
突
販
路
向
。
其
俗
兄
弟
共
一
妻
。
夫
無
兄
弟
者
。
其
妻
戴
一
角
帽
。
若
有
兄
弟
者
。
依
其
多
少
之
教
夏
加
角
鷲
。
衣
服
類
加
以
鰻

絡
。
頭
皆
勢
襲
。エ

フ
タ
ル
の
俗
を
大
観
し
て
「
興
突
概
略
問
」
と
は
周
書
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
聞
で
あ
る
。
親
書
を
通
覧
す
る
に
未
だ
突
厩

と
記
し
て
ゐ
る
。

に
闘
す
る
記
事
は
全
く
見
首
ら
歩
、
突
肢
に
つ
い
て
知
識
が
な
い
説
蓄
に
突
肢
D
俗
と
時
々
同
じ
と
記
さ
れ
る
筈
は
な
い
。
と
の
伺
は
突
厩
停

が
初
見
せ
ら
れ
る
周
警
の
記
事
で
あ
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
周
警
に
か
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
を
以
て
、
直
ち
に
エ
フ
タ
ル
を
ト
ル
コ
種
と
－

断
定
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
大
唐
西
域
記
一
一
一
咽
躍
岨
羅
園
D
僚
に

入
性
暴
念
。
不
一
融
界
一
稿
。
形
観
部
階
。
奉
措
威
儀
。
衣
艶
皮
禍
o
頗
同
突
一
批
。
桝
一
境
郷
突
慨
。
謹
染
美
総
山
口

と
あ
る
と
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
ロ
玄
撲
も
エ
フ
グ
ル
の
民
族
性
が
頗
る
突
厩
と
類
似
し
て
ゐ
る
と
報
じ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
の
原
因
を

且
フ
タ
ル
に
関
す
る
中
園
史
料
に
づ
い
て

六
九
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且

7
n
p
ル
に
関
す
る
中
園
史
料
に
つ
い
て
‘

突
肢
と
境
を
隣
し
て
ゐ
た
こ
と
に
闘
し
て
ゐ
る
。
北
周
時
代
に
突
厩
に
膝
繭
や
ら
れ
て
そ
D
境
を
接
し
て
ゐ
た
エ
フ
グ
ル
が
漸
次
突
厩
の
俗
に

馴
染
ん
で
行
っ
た
と
と
は
営
然
で
あ
り
？
と
L
に
漣
ベ
る
如
く
突
厩
と
略
々
同
俗
で
あ
り
、
又
異
る
賭
も
あ
っ
た
と
解
ず
べ
き
で
、
全
く
突
厩

と
同
一
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。

’
戎
に
兄
弟
が
一
妻
を
共
有
す
る
一
妻
多
夫
の
制
度
と
、
そ
D
夫
O
教
に
臆
じ
て
婦
人
の
帽
子
に
角
を
附
す
風
習
と
は
周
警
に
略
々
同
一
の
記
・

事
が
る
り
、
陪
審
は
把
但
停
に
之
を
停
え
、
担
恒
と
雑
居
し
て
ゐ
た
吐
火
羅
に
於
て
も
兄
弟
が
一
妻
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
同
書
吐
火
羅
俸
に
見

え
、
梁
量
百
鴻
園
停
に
も
同
一
内
容
の
風
俗
に
つ
い
て
白
記
述
が
あ
る
と
と
か
ら
推
し
て
、
兄
弟
一
妻
の
制
と
、
そ
の
妻
が
夫
の
数
を
表
す
角
帽
を

被
る
習
俗
と
は
エ
フ
グ
ル
特
有
の
も
の
で
あ
る
と
と
は
疑
ふ
蝕
地
が
左
い
。
唯
鶏
牧
書
に
類
似
し
た
記
述
が
存
し
た
か
否
か
は
確
認
し
得
な
い
。

洛
陽
伽
藍
記
玲
所
牧
の
宋
雲
等
の
行
記
に
は
エ
フ
タ
ル
の
王
妃
に
つ
い
て
「
頭
帯
一
角
、
長
八
尺
寄
長
一
一
一
尺
、
以
波
望
者
接
飾
其
上
」
と
、

王
妃
が
一
角
帽
を
帯
し
て
ゐ
た
こ
と
は
述
べ
て
ゐ
る
が
、
一
妻
多
夫
の
と
と
は
記
さ
れ
歩
む
し
ろ
宝
引
諸
妻
を
各
地
に
分
っ
て
之
を
巡
歴
す
る

と
と
即
ち
玉
O
み
は
一
夫
多
妻
で
あ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
る
。
遁

m

奥
地
一
一
噸
臆
の
保
存
は
説
一
収
霊
園
に
記
さ
れ
て
ゐ
た
と
患
は
れ
る
俗
を
全
て
掲

げ
た
後
に

-t 
0 

叉
兄
弟
共
要
一
妻
。
無
兄
弟
者
妻
戴
－
角
帽
。
若
兄
弟
者
依
共
多
少
之
教
更
加
帽
角
君
。

と
周
書
占
殆
ん
E
同
様
。
記
越
を
加
へ
て
ゐ
る
の
で
、
或
は
か
L
る
制
度
・
習
併
が
貌
牧
警
に
は
記
さ
れ
て
－
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
る
。

最
後
に
「
衣
服
類
加
以
鵡
絡
、
頭
皆
勢
費
以
と
あ
る
一
文
は
周
書
・
惰
警
に
は
牧
載
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
温
典
曙
嵯
D
僚
に
、

衣
服
類
胡
。
加
以
槙
絡
。
頭
皆
勢
髪
。

院
ー

と
あ
り
、
之
は
エ
フ
グ
ル
の
習
俗
の
記
事
の
胃
頭
巳
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
て
、
以
下
緩
い
て
説
牧
書
に
依
っ
た
と
恩
は
れ
る
の
で
、
衣
服
が
胡
に
類

し
捜
絡
を
以
て
飾
り
、
勢
莞
で
あ
る
こ
と
は
鶏
牧
書
に
牧
め
ら
れ
た
も
の
で
る
る
。
服
が
胡
舵
類
し
槌
絡
を
背
け
る
乙
と
は
他
に
多
く
見
ら
れ

る
所
で
あ
る
が
、
男
髪
の
風
は
注
目
に
値
す
る
o
勇
髪
の
風
は
早
く
か
ら
イ
ラ

y
系
の
民
族
の
聞
に
行
は
れ
て
ゐ
た
も
の
L
如
く
で
あ
り
、
同
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時
代
に
勇
髪
の
風
が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
停
へ
る
も
D
と
し
て
は
周
書
波
斯
俸
に
「
美
俗
丈
夫
勇
髭
」
と
あ

h
h
h
ι

エ
フ
タ
ル
の
西
方
に
撰
し
て

ゐ
も
ん
波
斯
園

D
W子
に
も
同
じ
く
努
髪
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
又
附
害
一
段
闘
停
に
も
「
丈
夫
品
目
髪
」
と
あ
り
、
北
印
度
方
一
闘
を
見
る
と
遁
”
九
一
昨
日

の
越
底
延
園
に
は
「
惰
時
間
藷
」
と
し
℃
「
玉
及
庶
人
男
髪
」
の
扶
を
停
え
て
ゐ
る
。
エ
フ
，
グ
ル
の
目
的
刀
髪
の
風
に
闘
し
て
宮
崎
五
十
騎
氏
は
か

陸
Z

K
り
牽
強
な
解
樺
を
し
て
エ
フ
タ
ル
の
ト
ル
コ
系
設
を
強
調
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
が
、
エ
フ
グ
ル
民
族
の
勇
髪
の
風
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な

ぃ
。
か
a
ふ
る
貼
か
ら
こ
そ
エ
フ
グ
ル
民
族
の
特
色
を
導
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、

エ
フ
タ
ル
と
波
斯
と
の
交
渉
を
筑
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

勢
髪
に
闘
す
る
限
り
イ
ラ

γ
的
な
傾
向
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

エ
フ
グ
ル
の
言
語
に
つ
い
て
鶏
書
に
は
「
其
語
輿
嬬
嬬
高
草
及
諸
胡
不
同
」
と
謹
ぺ
て
ゐ
る
が
、
之
が
競
牧
書
の
み
に
記
さ
れ
て
ゐ
た
と
と

司
ー

は
温
典
の
同
記
事
に
照
し
て
も
明
か
で
あ
り
、
榎
一
雄
氏
の
詳
論
に
よ
っ
て
寵
さ
れ
た
如
ぐ
、

践
1

遜
典
に
よ
る
正
一
胡
」
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
る
が
．
遇
典
が
話
確
に
貌

牧
蜜
盲
を
俸
え
た
も
の
で
‘
曲
師
養
・
北
史
は
之
を
股
落
し
た
の
で
あ
ら

う
。白

鳥
庫
吉
博
士
は
「
函
細
亜
北
族
の
稀
奨
に
就
い
て
」
（
史
拳
雑
誌

三
七
の
四
〉
の
中
で
康
図
の
勢
髪
k
z
フ
タ
ル
の
そ
れ
邑
を
詳
論
し

エ
フ
ク
ル

1
高
率
説
。
最
大
の
欠
陥
で
あ
る
。

3 

て
、
爾
者
の
関
係
b
L

問
問
か
に
し
て
ゐ
る
。

宮
崎
五
十
騎
氏
は
前
掲
論
文
に
於
て
、
且
フ
タ
ル
H
ア
ル
M
T

イ
起
源

設
を
悟
ぇ
、
エ
フ
タ
ル
が
ト
ρ
l
レ
只
タ
ン
に
移
住
し
た
結
果
そ
の

募
受
の
風
が
行
は
れ
る
に
至
ワ
た
正
論
じ
て
ゐ
る
o

榎
一
雄
氏
「
Z

フ
タ
ル
民
族
に
於
け
る
イ
ラ
ン
的
要
素
」

2 

4 

五

・" 

親
書
庸
礎
体
は
更
に
観
け
て

衆
可
十
寓
。
無
城
邑
。
依
随
水
車
。
以
艶
矯
屋
。
夏
蓮
涼
土
。
・
冬
逐
媛
慮
。
分
其
諸
妻
各
在
別
所
。
相
去
二
百
三
百
里
。
共
主
巡
際
市

行
。
毎
月
一
露
。
冬
寒
之
時
三
月
不
徒
。
王
位
不
必
倖
子
。
子
弟
堪
任
。
死
便
授
之
。
主
片
岡
無
事
有
輿
。
多
蛇
馬
。
用
刑
最
念
。
倫
盗
無

多
少
皆
腰
斬
。
聾
一
責
十
。
死
者
宮
者
薬
石
震
蔵
。
賞
者
掘
地
市
哩
。
障
身
諸
物
皆
置
家
内
。

品
フ
タ
ル
に
闘
す
る
中
園
史
料
に
づ
い
て

七
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且
フ
タ
ル
に
関
す
る
中
園
史
料
に
ワ
い
て

七

と
そ
の
俗
に
つ
い
て
詳
述
し
て
ゐ
る
が
、
之
等
の
記
越
は
全
て
周
書
胞
も
情
書
に
も
友
く
、
貌
牧
書
に
牧
め
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
と
認
め
て
誤
あ

る
ま
い
。
叉
通
典
噸
臓
の
僚
に
も
先
づ
と
の
記
事
を
引
き
、
観
い
て
兄
弟
が
一
妻
を
共
有
す
る
周
警
に
見
え
る
俗
を
越
ベ
て
ゐ
る
が
、
と
L

に

も
既
に
論
む
た
如
く
遁
典
。
周
倒
な
殺
越
が
見
ら
れ
る
。

＼
そ
の
衆
が
！
？
寓
と
云
ふ
数
字
は
慶
大
な
版
園
を
揖
張
し
た
品
フ
グ
ル
と
し
て
は
飴
り
に
も
少
い
が
、
他
に
戸
口
に
闘
す
る
所
停
は
管
見
の
限

り
で
は
金
〈
無
い
の
で
推
測
の
域
を
脆
じ
な
い
が
、
之
は
エ
フ
タ
ル
治
下
の
被
征
服
民
を
加
へ
な
い
エ
フ
タ
ル
民
族
の
み
白
人
口
で
あ
ら
う
。

情
書
抱
但
俸
に
「
勝
兵
五
六
千
」
と
あ
る
勝
兵
数
は
品
フ
グ
ル
が
突
蹴
に
破
ら
れ
て
分
散
し
た
結
果
抱
恒
圏
内
に
僅
か
勝
兵
五
六
千
b
z
留
め
る

に
至
っ
た

ω
で
あ
ら
う
。
エ
フ
グ
ル
民
族
白
鷺
展
か
ら
推
し
て
み
・

6
最
盛
期
の
勝
兵
は
必
歩
や
寓
を
下
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

決
に
エ
フ
タ
ル
が
水
草
を
這
つ
℃
夏
は
涼
土
を
、
冬
は
媛
盛
時
を
求
め
て
ゐ
た
と
と
は
洛
陽
伽
藍
記
坊
の
宋
雲
等
の
行
記
に

無
城
郭
俳
寧
而
捨
＠
以
艶
鋳
屋
。
随
逐
水
草
。
夏
則
随
涼
。
b
m
J
則
就
温
。

と
明
示
し
て
あ
版
、
エ
フ
タ
ル
が
漢
代
の
康
居
闘
に
見
ら
れ
る
如
く
夏
冬
D
主
庭
を
異
に
す
る
遊
牧
を
中
心
と
す
る
民
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
明

か
で
あ
る
。
然
し
梁
書
滑
闘
停
に
よ
る
と

土
地
温
暖
。
多
山
川
樹
木
。
有
五
穀
。
園
人
以
砂
及
羊
肉
箆
糧
。

と
あ
る
の
で
或
程
度
農
業
も
行
は
ー
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
エ
フ
タ
ル
の
王
が
諸
妻
を
分
っ
て
夫
k

別
所
に
居
ら
し
め
、
各
地
を
巡
躍
す
る
こ
と

に
な
っ
て
ゐ
る
限
り
、
諸
妻
一
の
居
所
は
部
落
を
形
成
し
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
が
‘
周
警
の
抜
底
延
按
D
如
く
方
十
能
旦
も
あ
る
大
規
模
な
都
城

で
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
抜
底
延
誠
一
に
治
す
と
あ
る
と
と
は
、

は
北
周
の
交
に
都
一
域
を
餐
ん
だ
と
も
解
せ
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
吐
呼
羅
白
都
城
た
る
薄
提
誠
に
そ
の
治
所
を
賢
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
あ
る

エ
フ
グ
ル
の
勢
力
が
披
張
さ
れ
、
そ
の
役
麗
園
か
ら
の
頻
貢
D
た
め
に
或

ま
い
か
。

相
観
制
度
に
つ
い
て
は
王
位
糟
承
の
み
し
か
明
か
で
な
い
が
‘
こ
の
場
合
に
は
子
弟
。
中
か
ら
そ
の
任
に
堪
ふ
る
も

D
を
揮
ん
で
、
王
位
b
L
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之
に
侍
え
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
か
L
る
制
度
は
波
斯
園
に
も
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
周
書
面
波
斯
停
に

王
即
位
以
後
。
捧
諸
子
内
賢
者
。
密
書
英
名
。
封
之
於
服
。
諸
子
及
大
臣
皆
英
之
知
也
。
王
宛
衆
乃
強
書
調
之
。
其
封
内
有
名
者
。
即
立

以
矯
王
。

と
あ
り
、
諸
子
の
内
の
賢
者
に
王
位
を
糟
承
さ
せ
る
制
度
を
象
げ
て
ゐ
る
。
と
D
制
度
。
類
似
か
ら
も
又
エ
フ
グ
ル
と
波
斯
と
の
闘
係
を
筑
明

兄
」
と
る
る
白
で
、

し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
相
績
に
闘
ず
る
所
俸
は
他
に
は
な
い
が
、
階
警
に
よ
る
と
エ
フ
グ
ル
民
族
が
譲
っ
て
ゐ
た
吐
火
羅
停
に
「
金
子
麗
其
長

一
委
多
夫
の
制
と
併
せ
て
考
へ
る
と
長
芋
相
観
が
行
は
れ
て
ゐ
た
D
で
は
あ
る
ま
い
か
。

エ
フ
グ
ル
に
於
て
は
寧
は
用
ひ
ら
れ
歩
、
専
ら
輿
が
使
は
れ
て
ゐ
た
と
と
は
宋
申
書
店
す
も
「
王
妃
出
則
輿
乏
」
（
時
一
一
一
一
葦
）
と
停
え
て
ゐ
る
こ

と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
が
、
特
に
寧
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
と
と
は
エ
フ
グ
ル
が
遊
牧
の
民
で
あ
る
D
で
特
筆
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
先

に
穏
族
問
題
で
詳
論
し
た
如
く
、
エ
フ
タ
ル
が
高
車
の
別
措
で
あ
っ
た
な
ら
ば
「
車
輪
高
大
、
話
相
敷
至
多
」
を
以
て
そ
D
名
栴
が
生
じ
、

「
乗
商
事
、
逐
水
車
、
畜
牧
蕃
息
」
せ
る
す
町

F
に
倣
っ
て
エ
ヲ
タ
ル
も
車
を
使
用
し
て
ゐ
る
筈
で
あ
り
、
車
を
使
用
し
て
ゐ
な
い
こ
と
を
以
て

し
で
も
エ
フ
ク
ル
U
高
車
読
に
賛
同
し
か
ね
る
。
彼
等
D
交
通
が
背
中
を
用
ひ
ヂ
舵
馬
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
「
多
蛇
馬
」
と
あ
る
ζ

と
か
ら
推
し
て
想
像
に
難
く
な
い
。
艶
馬
の
産
に
つ
い
て
は
梁
審
滑
闘
停
に
「
其
獣
有
師
子
雨
脚
瞬
時
臨
野
躍
」
と
あ
り
、
親
書
吐
呼
羅
停
に
も

「
有
好
馬
蛇
融
」
と
見
え
、
特
に
エ
フ
タ
ル
の
馬
は
名
駒
で
あ
っ
た
と
停
え
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
情
書
吐
火
羅
停
に
よ
る
と

又

其
山
穴
中
有
紳
馬
。
毎
歳
牧
牡
馬
於
穴
所
。
必
産
名
駒
。

と
そ
の
所
以
を
越
ペ
て
ゐ
る
。
叉
太
平
貰
記
一
認
の
馬
の
僚
に
は

仕
火
羅
波
訓
山
陽
石
壁
上
有
一
孔
。
恒
有
馬
尿
流
出
。
蓋
七
月
平
旦
。
石
崖
聞
有
石
閣
遣
。
便
不
見
。
至
此
目
。
厭
健
人
取
蔵
、
馬
置
池
謹

興
集
。
生
駒
皆
汗
血
。
日
行
千
里
。

と
も
見
え
、
ト
ハ

I
レ
ス
タ
シ
地
方
白
馬
は
ェ
・
フ
タ
ル
支
聞
の
頃
も
著
名
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

且
フ
タ
ル
V
L

関
す
る
中
園
史
料
に
づ
い
て

セ
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Z
7
F
ル
じ
関
す
る
中
国
史
料
に
一
づ
い
て
／

エ
フ
グ
ル
の
刑
罰
が
巌
重
で
あ
っ
ピ
と
と
は
そ
の
性
が
「
兇
惇
」
で
あ
っ
た
と
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
が
、
倫
盗
に
謝
し
て
・
は
そ
の
多
寡
に

仲
間
宮

拘
ら
や
腰
新
に
麗
し
更
に
蓮
帯
責
任
の
制
を
と
っ
て
ゐ
る
と
と
等
は
、
旬
奴
に
於
け
る
財
産
浪
牧
に
比
し
て
そ
の
麗
忍
性
を
認
め
ざ
る
を
得
－

七
回

な
い
。
周
書
波
斯
停
に
よ
る
と
波
斯
の
刑
罰
も
叉
巌
重
且
つ
残
酷
で
あ
る
。

最
後
に
エ
フ
グ
ル
の
墓
制
が
「
官
者
黒
石
篤
離
。
賞
者
掘
地
而
埋
」
と
貧
富
に
よ
っ
て
相
違

ιて
ゐ
る
こ
と
、
特
に
富
者
が
石
間
仰
を
作
っ
て

ゐ
る
と
と
が
停
え
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
梁
軍
国
滑
闘
停
に
は
「
葬
以
木
矯
榔
」
と
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
石
或
は
木
を
以
て
榔
を
作
る
墓
制
が
行
は
れ

で
ゐ
た
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
之
は
波
斯
で
は
屍
を
山
に
棄
て
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
特
色
が
見
ら
れ
る
の
に
劃
し
て
榎
｝
雄
氏
が
指
摘
さ
れ

H
U

’a
 

た
hmぐ
エ
フ
グ
ル
民
族
が
巌
格
友
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
較
徒
で
な
い
謹
左
で
あ
る
。
市
し
て
之
は
エ
フ
タ
ル
が
悌
敬
文
化
闘
内
に
在
っ
た
と
と
を
物

語
っ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

睦
1

貌
香
容
一

O
三
高
率
停

2

内
国
吟
風
氏
「
何
奴
史
研
究
」
二
六
五
頁

3 

榎
一
雄
氏
「
エ
ア
タ
ル
民
族
に
於
け
る
・
ィ
ラ
シ
的
要
素
」

..... ，、

最
後
に
エ
フ
グ
ル
の
一
艇
域
に
闘
す
る
記
事
を
一
瞥
し
て
た
き
た
い
。
エ
フ
タ
ル
民
族
白
性
が
「
凶
惇
能
闘
鞍
」
と
ゐ
る
如
く
兇
暴
に
し
て
盛

に
征
鞍
を
行
う
て
ゐ
る
こ
と
は
周
警
に
同
文
が
掲
げ
ら
れ
居
り
、
障
害
は
拒
但
俸
に
「
俗
善
戦
」
一
、
吐
火
羅
停
に
「
皆
習
職
」
主
あ
り
、
玄
柴
・

も
大
唐
西
域
記
一
一
一
咽
摩
唱
羅
園
の
僚
を
、
ブ
タ
ル
民
族
白
人
性
暴
念
な
る
と
と
を
述
ペ
て
居
る
所
で
あ
る
。
然
L
遁
典
岬
剛
健
O
僚
に
は
之
に

閲
し
て
全
く
踊
れ
て
ゐ
な
い
の
で
貌
牧
警
に
は
記
載
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
周
警
に
始
め
て
記
さ
れ
た
と
し
宅
も
エ
フ
タ
ル
白
民
族

性
が
兇
暴
で
あ
っ
た
と
と
は
明
か
で
あ
る
c
そ
の
版
圃
は

西
域
康
居
・
子
関
・
抄
勃
・
安
息
及
諸
・
小
圏
三
十
許
皆
佼
属
之
。
競
震
大
園
。
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と
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
周
警
に
は
康
居
・
沙
勅
の
二
闘
は
除
か
れ
て
「
大
小
二
十
儀
関
」
と
な
っ
て
ゐ
る
。
思
ふ
に
周
警
暴
域
俸
に
は
康
居
・

沙
勅
雨
閣
の
停
が
な
く
、
子
関
・
安
息
二
園
の
停
が
あ
る
の
で
、
か
く
記
し
た
も
D
で
、
決
し
て
北
周
の
頃
に
佼
属
闘
の
裁
が
減
少
し
た
と
と

「
親
露
大
園
」
と
あ
る
の
で
、
品
フ
グ
ル
の
彊
域
白
記
事
は
魂
牧
書
D
そ
れ
に
依
醸
し

を
意
味
し
な
い
。
遁
典
に
も
親
書
と
同
文
を
掲
げ
て
、

た
と
考
へ
る
の
が
至
嘗
で
あ
ら
う
。

宋
雲
等
は
そ
の
四
歪
を
停
へ
て

、
甫
歪
牒
羅
匂
北
東
勅
勤
。
東
一
被
子
閲
。
西
及
波
斯
。
四
十
能
園
皆
来
朝
賀
。
酔
四
夷
之
中
最
強
大
。

と
述
べ
て
ゐ
る
。
之
は
エ
フ
タ
ル
最
盛
期
の
彊
域
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
比
定
は
既
に
重
松
俊
章
氏
の
詳
論
が
あ
る
D
で
費
言
を
要
し
な
い
が
、

ニ
ゴ
一
敷
街
じ
て
治
き
た
い
。

南
境
の
牒
羅
b
E
甫
印
度
の
の
回
忌
胞
に
比
定
さ
れ
る
重
松
俊
章
氏
の
朗
読
は
音
韻
の
商
か
ら
最
も
適
切
と
は
思
は
れ
る
が
、
｛
木
雲
等
の
記
録

か
ら
推
し
て
の

g
z
ま
で
エ
フ
グ
ル
の
領
域
が
伸
び
て
ゐ
た
と
は
思
は
れ
な
い
。
説
書
本
記
の
癖
宗
孝
明
帝
の
照
平
二
年
（
芋
）
一
月
及
び

七
月
の
僚
に
地
伏
羅
な
る
園
の
遣
霊
長
献
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
と
の
地
伏
羅
封
牒
維
で
は
あ
る
ま
い
が
。
松
田
書
男
氏
の
考
設
に
よ
っ
て
明
か

な
如
く
、
地
伏
羅
は
親
書
本
紀
・
同
西
域
俸
に
昼
伏
羅
或
は
伏
維
と
記
8
れ
て
ゐ
る
も
D
で
、
ト
ハ

1
レ
ス
グ
ン
と
北
印
度
と
を
結
ぶ
中
間
地

陸
a

’

帯
の

N
m
w
U
ロ
丘
町
同
ロ
地
方
で
あ
る
。
恐
ら
く
エ
フ
グ
ル
は
ト
ハ

1
レ
ス
グ
シ
か
ら
ザ
1
プ
F
ス
グ
1
ン
を
経
て
ガ
ン
グ
l
ラ
地
方
を
征
服
し
た

で
あ
ら
う
。
之
は
宋
雲
等
が
乾
陀
羅
闘
を
訪
れ
た
時
、
ガ
シ
グ
l
ラ
を
占
接
し
て
ゐ
に
エ
フ
グ
ル
が
「
奥
厨
賓
宰
境
、
連
兵
鞍
門
巴
腫
三
年
」

と
あ
り
、
関
賓
即
ち
カ
シ
ュ
ミ
l
ル
と
境
を
祭
っ
て
ゐ
た
と
と
か
ら
推
察
出
来
る
。

北
方
勅
勅
白
地
は
エ
フ
グ
ル
と
の
交
渉
が
既
越
の
如
く
密
接
で
あ
っ
た
高
車
で
あ
る
こ
と
は
論
告
y
る
ま
で
も
な
い
。
，
択
に
エ
フ
グ
ル
の
東
方
f

へ
の
伸
展
に
ヲ
い
て
重
松
俊
章
氏
・
松
図
書
男
氏
は
親
愛
国
子
関
停
D

「
額
阻
米
嬬
嬬
冠
子
開
。
子
関
忠
之
。
謹
使
索
目
伽
上
表
回
。
西
方
諸
国

院
S

今
皆
巴
属
嬬
嬬
。
云
云
」
を
引
い
て
℃

L
K
記
さ
れ
た
嬬
嬬
を
エ
フ
グ
ル
と
見
倣
し
て
ゐ
る
が
、
之
は
嬬
嬬
の
子
関
攻
略
で
あ
っ
て
、
エ
フ
グ

Z

7

B

F

ル
に
関
す
る
中
園
奥
料
に
つ
い
て

七’
苦五

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



且
ア
E
T

ル
に
関
す
る
中
園
史
料
に
つ
い
て

陸
自

ル
白
侵
入
と
曲
解
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
然
ら
ぽ
エ
フ
タ
ル
の
子
関
侵
入
は
何
時
一
頃
で
あ
ら
う
か
。
親
書
高
一
昌
偉
に
よ
る
と
「
駕
者
叉
露
嚇

そ
、
の
繋
年
は
明
か
で
な
い
。

七
六

健
所
破
滅
、
圏
人
分
散
」
・
と
エ
フ
グ
ル
の
意
者
侵
入
の
と
と
が
見
え
る
が
、

（
却
炉
鴻
高
昌
王
麹
嘉
が
内
徒
を
求
め
た
記
事
が
あ
る
の
で
恐
ら
く
照
不
元
年
を
遡
る
と
と
遠
く
は
あ
る
ま
い
。
親
書
本
粗
世
宗
宜
武
帝
D
延

昌
元
年
（
Z
L
J
）
十
月
、
同
二
年
八
月
に
一
宮
崎
・
予
闘
が
相
並
ん
で
朝
貢
し
て
ゐ
る
と
と
も
、
五
世
相
初
に
エ
フ
グ
ル
の
勢
力
が
哀
－
「
ル
キ
ス

グ
シ
に
伸
展
し
て
ゐ
た

t

と
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
か
く
て
子
関
・
鴬
害
を
寵
時
し
て
、
親
書
高
車
停
に

者
、
皆
路
由
高
昌
揖
角
相
接
」
と
あ
る
如
く
、

と
の
記
事
に
槙
い
て
照
平
元
年

「
嬬
嬬
・
轍
健
・
吐
谷
揮
所
以
焚
遁

エ
プ
グ
ル
は
嬬
嬬
・
吐
谷
揮
と
高
昌
に
於
て
勢
力
を
接
す
る
に
至
っ
た
白
で
あ
ら
う
。
梁
害
滑

園
停
に
見
え
る
鷲
者
・
亀
掠
・
疏
勤
・
姑
墨
・
子
関
・
匂
盤
等
東
ト
ル
キ
ス
グ
シ
の
諸
園
が
エ
フ
グ
ル
に
佼
属
し
て
ゐ
た
と
と
も
営
然
で
あ

陸
自

る
。
最
後
に
西
方
が
波
期
に
及
ん
で
ゐ
た
と
と
は
重
松
俊
章
氏
の
所
設
の
如
く
、
校
麗
園
の
中
に
安
息
園
が
入
っ
て
ゐ
て
も
、
之
は
サ
サ
ン
朝

ペ

ル

シ

ヤ

治

下

の

安

息

。

故

地

と

解

す

べ

き

で

あ

る

。

．

以
下
D
記
事
は
「
共
闘
去
漕
閤
千
五
百
旦
。
去
瓜
州
六
年
五
百
里
」
と
あ
る
情
書
か
ら
の
引
用
を
除
い
て
、
他
は
全
て
北
説
時
代
の
記
録
で

あ

p
、
親
牧
室
田
所
牧
の
記
趨
で
あ
る
。

3 

洛
陽
伽
輩
記
巻
五

重
松
俊
章
氏
「
騒
騒
種
族
考
」
同
ハ
奥
畢
雑
誌
二
八
の
こ
）

重
松
俊
寧
氏
前
掲
論
文

松
田
欝
男
氏
「
寄
多
国
酔
月
氏
に
就
い
て
の
考
」
（
園
史
皐
第
三
二
披
）

重
松
俊
章
氏
「
瞬
嵯
種
族
考
」
喝
ハ
円
ハ
史
皐
雑
誌
二
八
の
一
）
及
び
松

6 

同
等
男
氏
「
軸
剛
警
西
域
俸
の
批
列
正
悦
般
図
の
方
位
」

々
報
第
十
斡
ν

拙
稿
「
線
香
烏
一
孫
園
俸
に
つ
い
て
」
ハ
史
淵
第
五
一
一
斡
）

貌
嘗
本
純
に
主
れ
ほ
際
卒
元
年
四
月
で
あ
る
。

重
松
俊
章
氏
前
掲
倫
丈

（
大
豆
大
愚

程
2 1 4 

7 

5 

8 

七

エ
フ
グ
ル
に
闘
す
る
中
国
側
史
料
を
分
訴
し
て
そ
の
撰
鮪
を
提
出
し
卑
見
を
述
べ
て
来
た
が
、
従
来
D
エ
フ
グ
ル
問
題
を
解
明
す
る
一
方
向
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を
展
開
し
て
江
湖
の
批
疋
を
仰
ぐ
D
が
本
稿
。
企
園
し
に
所
で
あ
る
が
、
小
論
に
於
て
分
椋
批
判
し
た
結
果
か
ら
考
へ
る
と
、
エ
フ
グ
ル
白
ア

ル
グ
イ
起
源
説
乃
至
エ
フ
グ
ル
U
高
率
ハ
ト
ル
コ
）
識
に
は
従
ひ
か
ね
る
疑
問
が
捜
る
。
エ
フ
グ
ル
U
大
月
氏
誌
も
確
た
る
根
擦
が
見
ら
れ
な

エ
フ
グ
ル
が
寄
多
羅
月
一
民
の
故
地
に
興
起
し
た
と
と
を
推
測
せ
し
む
る
に
足
る
。
ト
ハ

I
レ
ス
グ
シ
を
中
心
と
し
て
護
展
し
た
エ
フ
グ

ル
に
は
そ
の
中
心
が
披
底
延
城
と
後
D
舟
路
城
と
ニ
ケ
所
あ
り
‘
そ
の
習
俗
・
文
化
等
に
は
多
く
D
イ
ラ
シ
的
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、
勿
論

か
L
る
記
事
。
中
に
は
支
配
民
族
た
る
エ
フ
グ
ル
民
族
を
述
べ
た
も
の
と
、
そ
D
被
支
配
民
族
た
る
他
民
族
の
叙
越
と
恩
は
れ
る
も
の
と
が
混

滑
し
て
ゐ
る
か
も
測
ら
れ
歩
、
備
慣
重
な
考
究
を
要
す
る
。
特
に
サ
サ
シ
朝
ベ
ル
シ
ヤ
と
エ
フ
グ
ル
と
D
闘
係
が
密
接
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る

黙
が
あ
り
、
グ
パ
リ
等
の
西
方
史
料
と
併
せ
て
考
察
ず
べ
き
で
あ
る
が
、
之
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
L
し
、
本
稿
に
於
て
は
煩
を
避
凶
υ

い
が
、

て
中
園
側
史
料
に
の
み
止
め
た
衣
第
で
あ
る
。

備
小
稿
は
榎
一
雄
氏
の
秀
れ
た
エ
ヲ
グ
ル
に
闘
す
る
最
近
の
諸
論
考
に
負
う
所
犬
で
あ
り
・
特
に
記
し
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
と

h
で

は
そ
れ
等
諸
論
考
に
重
親
さ
れ
－
な
か
っ
た
中
園
側
の
史
料
批
判
D
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

エ
ア
ダ
ル
に
闘
す
る
中
図
奥
料
に
つ
い
て

七
七
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Critique on t:he Chinese Materials concerning Ephtalites 

By K. Funaki 

The Chinese materials as to Ephtalites are not only very few, put 

also. are· different from one another. Especially, the descriptions of Eph-

, talites in the Wei-,shu (ftif), which are thf! oldest materials concerning 

the Ephtalites, had been lost, and 5Upple~ented by the descriptioiis ot 

Pei-shz"(;:fl'.;~)which w~re edjted from Wei-shu (~~) Chau-shu (Jllif),·and 

Sui-shu (~~). Hitherto the fundamental st1:1dies on these materials have 
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been neglected. 'Comparing and criticizing these materials, I reached to 

~he following conclusions: 

1 . The Chinese materials on, the race of Ephtalites are ill-grounded, 

and so we cannot confirm what race they belong to; But we can 

not deny that they sprang up in the boundary' of Tokharesfan. 

2. Their center-seats were Hz"matala (inTat'ang hsiyuchz" *.l!fffi:!1£ 

llc,) and Gur. it is in the Pei" Chou (;ftr,lil)period that the Ephta

lites, who were originally nomadic tribes, constructed the so-called 

. castle of Padz"yan (1Jtii~:!1£) 

3. We Gan find many Iranian tendencies in their customs and cul0 

ture, in which the customs and culture of both the governing race · 

Ephtalz"tes .and other conquered races are mixed. In particular, 

the relation between Sassanian Persia and Ephtalites was inti

mate, we think. 
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